
10月 「学校の印象」 

①2年男子 

僕が通っているのは Cathedral Preparatory School というカトリックの私立の男子の学校です。 

姉妹校で女子の学校があります。学校は家から車で２０分程のところにあります。創立が1921年なので、かなり

古いです。 

 

厳しい規則は特にありませんが、私立なので制服で、ネクタイは常に着用しなければなりません。携帯のルールは

高等部と変わらず、1限から 8限までロッカーにしまわなければなりません。 

１つの授業は 45分間ですが、8限まであるのでとても疲れます。 

授業は全て iPad を使用します。その中に教科書が入っています。それとは別に先生が教材を送信してくれたり、 

プロジェクターを使ったりと、色々な授業のタイプがあります。iPad には宿題や先生からのメールも連絡が来ます。 

更に自分の成績はネットから常時見られます。 

 

礼拝は毎日ありませんが、定期的にあります。カトリックなので青学との礼拝と違って少し苦労しています。 

先生、生徒ともにとても優しく、学校のことや勉強のことで分からなかった時には、僕が聞くと、いつも丁寧に教えて 

くれます。 

 

②2年男子 

僕は家からホストブラザーのほぼノーストップ(あまり信号が設置されていないので)な運転で 20分くらいのところに 

ある Troy Buchanan High School という公立高校に通っています。 

学年が 4 つあり、在校生は 1500 人くらいいます。スクールモットーは Be Respectful, Be Responsible,  

Be Safe, Be A Leaner です。また学校のニックネームが Trojan といってたくましい人間、勤勉な人という意味が

あります。  

1 時間目のクラスで各クラスに掲げられている旗に向かって pledge of Allegiance というアメリカに対して尊敬し

仲間であることの誓いをします。また学校のサイトがあり、そこから自分の成績が見れたり各教科の宿題の答えや 

提出物を出せるので家からでもレポートなどを提出することができます。 

 

先日、僕の取っている theatre のクラスで劇を見に行きました。 

劇の後みんなでその劇についてまとめをしたのですが、 

僕はただ劇を見てきたという感じだったけれどもクラスメートは劇の 

細かい所まで見ていてそれに対する自分の意見などを言い合って 

ものすごい盛り上がっているのに対して自分だけついていけず 

取り残されたように感じて、学ぶということはこういうことなんだなと感

銘しました。 

これからはでもどんなことでも何かを自分のものにしたいと思います。           

 


